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仙台市の児童・生徒の学力

～ 全国平均を大きく上回る！ 中学国語Ｂは全国１位 ～
　皆様お元気でしょうか。私の市政報告をお読みいただき

ありがとうございます。

　さて、9 月から議会の市民教育常任委員になりましたの

で、今回は、仙台市の児童・生徒の学力について報告させ

ていただきます。

　4 月に行われた全国学力調査の結果が先ごろ公表されま

した。仙台市は小学校、中学校ともに国語、算数・数学の

2 教科で全国平均を 7 年連続で上回ったほか、政令市と東

京 23 区の全国平均を上回りました。特に、中学校の国語で

は、応用力をみる「Ｂ問題」で全国 1位になりました。

　仙台市独自で実施している標準学力検査の結果を踏まえ

た指導、少人数指導や中１ギャップ対策など、きめ細かな

取組みによって成果を上げてきているものと考えます。

　課題もいろいろありますが、教育施策の充実を図りなが

ら、児童・生徒の努力を応援していきたいと思います。

条例施行から半年 -空き家問題 -

　昨年 12 月に議員提案で制定した「空き家対策条例」

は、本年 4月に施行されました。施行から半年が過ぎ、

その成果が現れてきています。

　仙台市では市民からの相談等を受け、現況調査を行

い、管理不全な空き家の把握に努めています。調査を

行った 445 件のうち、244 件に対し助言・指導を行い、

9月末で 60 件について改善が見られました。

　今後とも、管理不全な空き家の解消が進むよう、動

向を注視していきます。

条例に基づく対応結果

改
善

助
言

現
況
調
査

調
査
対
象

選挙期日の統一を

　従来 4月に行われていた統一地方選挙は、東日本大震

災により被災 3県を中心に選挙期日が延期され、分散実

施されました。県内でも、仙台市議選が平成 23 年 8 月

28 日、宮城県議選が同年 11 月 13 日に行われました。

　平成 23 年の選挙では、前回の選挙に比べ投票率が大

幅に低下し、執行経費は仙台市だけでも約 8千万円の増

加となるなど、分散による弊害が生じています。

　このため、仙台市議会は被災地の議会の協力を得て、

被災自治体の選挙期日の統一を国に要望しています。
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